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イオン交換クロマ卜グラフィーにて 4 種の画分に分画され，その中の主要画分 C P~ 3) は， Bio-Gel 
A-5mlこよるゲjレが過にてさらに富中性糖画分 CP~3A) と富ウロン酸画分 CP~3 B) に分画され
た。この両者に，精製エキソ型ポリガラクチュロナーゼを作用させた結果，各々の画分のグリコシド結
合の約 8% と 29%1乙相当する結合が分離された口次に，乙の酵素作用によって未分解な領域 CP 一一 3A
PG , P~3B~PG) に，ペクチン質の構造解析に有益である Erwinia aroideaeの菌体内より精製
したエンド型ベクチン酸リアーゼを作用させた。その結果， P~3 A ー← PG画分およびP~3B~PG


























( 1, 4 )ーグリコシド結合を分解し. 4, 5 不飽和オリゴガラクチュロン酸を生成するエンドペクチン
酸リアーゼを充分精製し，その諸性質，ペクチン質の分解様式，基質特異性を明かにすると共に，ニン
ジン根培養細胞から精製した前記エキソポリガラクチュロナーゼと本酵素をニンジン根培養細胞から調
製したペクチン質に作用させ，その分解産物を分析し，その構造の特徴を明かにした。
以上，今野君の研究は，植物エキソポリガラクチュロナーゼを植物培養細胞から始めて単一になる迄
精製し，その諸性質を明かにすると共に，ニンジン根及びーゼニゴケ培養細胞のペクチン質構造の研究に
新しい知見を加えたもので，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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